
９月２７日（木）、「限界突破」というスローガンの下、体育大
会が開催されました。天候にも恵まれ、随所に生徒たちが躍動す
る姿や応援し合う姿が見られる大会となりました。また、コロナ
禍の影響を受け変更してきた種目についても改めて検討したため、
昨年度とは異なったプログラムでの開催となりました。特に、生
徒会種目としてフォークダンスを取り入れ、最後は和やかな雰囲
気で終えることができました。
クラス対抗ではありますが、「終わったときに、成績に関係なく、

全員がいい体育大会だったと言えるようにしてほしい」という話
をしましたが、勝敗にこだわりすぎる様子もなく、若者のエネル
ギーを感じることができる大会でした。

目には見えづらいところで
本校の校庭には、毎年、時期になるとたく

さんの雑草が生えてきます。そのまま放置し
ておいたら、部活動や体育大会を校庭で行う
ことに支障を来します。
そのような実情があるため、毎年、本校の

用務員が、４０度前後の炎暑の中、生徒のた
めに数ヶ月にわたって草刈りに取り組みます。
しかし、刈り取りが成長のスピードに追い

つかず、この時期は体育大会の予行や日々の
掃除の際も、重点的に草刈りに励むことが恒
例になっています。
こういった状況を知ってか、９月１１日の

挨拶運動の際に、市議会議員の須藤日米代様
から竹澤農園代表の竹澤正吉様への働き掛け
があり、９月２１日には、竹澤様が所有されている農機を使用して、
２時間以上にわたって校庭の草刈りをしていただけました。
また、今年度から改めてボランティアを募集し、学校行事等の援助

をしていただいておりますが、今回の体育大会においても、草刈りや
テント張り・片付けにご協力いただきました。
生徒が活躍する場面にスポットライトが当たるのは当然ですが、そ

の陰で、このようにたくさんの方々のお力添えがあります。その他に
も、挙げればきりがないほどの方が、力を貸してくださっています。
表彰式の後には、一部の生徒がボランティアとして後片付けに参加

してくれましたが、黙々と、そしてさりげなく、「働いている感」を
アピールするわけでもなく、ずっとずっと動いている姿を見かけまし
た。「感謝は行動で返す」という言葉がありますが、そういったこと
を意識しているかどうかにかかわらず、実態として身に付けている生
徒がいることを嬉しく思いました。同時に、「心根」が優しい子なん
だな、とも思いました。
何事も、そしていつも、見えないところでたくさんの人が、いろいろなことを支えてくださっていま

す。
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９月３日（日）に、今年度第２回目の廃品回収が行われました。
今回もＰＴＡ本部役員やボランティアの方々のご協力を得ること
ができましたが、第１回目の廃品回収の収益金と合わせ、子ども
たちへ還元されるように活用していきたいと思います。
なお、今回、手違いにより、地域の皆様への回覧が遅れてしま

ったようです。廃品回収そのものの在り方の見直しと併せ、周知
の仕方についても検討していきたいと思います。
皆様のご協力、ありがとうございました。

「この会は自主的活動を通して相互の親睦と友情を深め、
協力してよりよい学校生活を創造していくことを目的とす
る。」
これが本校の「生徒会の目的」です。生徒には５月の全

校集会の際にもこの話をしましたが、この目的を達成する
ためには、中心となって活動するリーダーが必要であり、
それが「生徒会本部役員」です。
そのような背景を踏まえつつ、現役員の任期満了による

改選選挙を９月２１日に行いましたが、当選した生徒を中心として、全ての生徒が主体となり、そして、
「自律」と「自分勝手」の区別を忘れないようにしながら、協力してよりよい学校生活を創ってほしい
と思います。なお、会長等の役職については未定ですが、東輝祭の午後の部で新旧役員の交代式を行う
予定です。

＜当 選 者＞
氏 名 （ 学 年 ） 氏 名 （ 学 年 ）
塩野目 紗季（２年） 小林 優杏（１年）
星野 千尋（２年） 森山 瑠俐（１年）
新木 晴道（２年） 吉澤 海（１年）
関川 瑠那（２年）

「固形石けん」を寄附していただきました
新型コロナウイルス感染症が５類に移行してしばらく経ちますが、イン

フルエンザ等を含め、各種感染症の流行が続いています。このような状況
の中、株式会社アート様から市内小中学校の児童生徒に対し、様々な感染
症対策のため「固形石けん」の寄附がありました。
寄附いただいた固形石けんは、様々なウイルスの不活化に効果があるも

ので、本校は３５個の石けんをいただきました。
感染症については、これからも予断を許さない状況が続くと思われます

が、頂戴した善意を生徒の健康管理のために生かしていきたいと思います。
たいへんありがとうございました。


